
 

 

 

 

 

新しい年のスタート 一人一人が目標に向かって進むために！ 

校長 平岡 直実 

【始業式 「校長の話」】  

新年あけましておめでとうございます。皆さんとこうして令和七年の新春を迎え

られたことを、うれしく思います。皆さんも新年を迎え、新たな希望や決意を心に

強く秘めていることと思います。 

さて、今年のお正月はどのように過ごしましたか。先生は家でのんびりと過ごし

ていました。ただいつものお正月と違うことといえば「１月１日」でした。 

ちょうど１年前の元日、能登半島で大きな地震があったことは皆さんの記憶の中

にも強く、そして鮮明に残っていることと思います。あの日のテレビ画面には大き

な揺れで家がつぶれて、土煙が上がっていく様子が映し出されていました。 

「なんで元日に」と思った人は多かったのではないでしょうか。しかしそれが自

然災害だと思います。いつ起こるかわからない、今この瞬間に大きな揺れが起こっ

てもおかしくはありません。今年の１月１日はいつもと違って身の引き締まる思い

で過ごしました。 

災害だけではありません。現代はこれから起こることの予測が難しいと言われるほど変化が激しい時代で

す。物事がどんどん変わっていきます。私たちはその流れに対応する力を身につけなければなりません。そ

のために今の学びがあります。一つ一つの学びを大切にし、積み重ね、そしてその学びを他のことに応用し

ていくこと。学びに楽な道や近道はありません。地道な努力が大切になります。 

さて３年生は、中学生として迎える最後の学期です。１日１日を大切に、自分の立てた目標に向けて思い

きり取り組んでほしいと思います。自分を磨くことこそが、今の三年生の皆さんがとるべき最良の道だと思

います。自分の目標とする進路に向かって突き進んでください。 

１年生、２年生の皆さんは、２学期の反省の上に立ち、自分の年齢や経験に合った実力をつけて下さい。

そして、進級に向けた準備に入ってほしいと思います。 

そして皆さんにお願いしたいことは、一人一人が学校生活の中で「吹上中学校をさらによい学校にするた

め」の取り組みをすることです。皆さんがより一層飛躍することを期待します。 

また新学期を向かえるにあたって「様々な不安」を感じている人もいるかもしれません。その人は、家族、

先生やスクールカウンセラー、様々な相談機関など、「あなたが信頼できる大人」に必ず相談をしてください。

ためらう必要はありません。すぐには解消できないかもしれませんが、気持ちを切り替えることにつなげま

しょう。 

学校ホームページ：https://www.city.ome.tokyo.jp/school/fukiage-j/
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